
平成 29年度 佐賀県教育センター 小学校社会科教育 

授業の質的改善のプロセス③-1 

２（3）授業の質的改善のプロセス 

ア Ｃ校（第５学年）の実践  

(ｱ)  手引きを活用した質的改善の実際 

２(2)授業の見直しと質的改善を図るための手立てに沿って、実際に授業の質的改善を図った

Ｃ校第５学年の実践を紹介します。資料１（授業の質的改善のプロセス③-1～③-3）は、Ｃ校の

質的改善の実際（一部）を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さあ、授業改善のスタートだ。 

まずは、簡単なチェック！ 

自分のスタートラインはどこ

だろう？   してみよう。 

注意：画像はイメージです。リンクしていません。 

 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 



平成 29年度 佐賀県教育センター 小学校社会科教育 

授業の質的改善のプロセス③-2 

指示された「手引き」のページ 

手順１【児童の実態を資質・能力の面から捉える。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順２【児童の実態を「主体的・対話的で深い学び」の３つの視点から捉える。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✔ 
✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

 

 様々な立場に立って、メリットやデメリ
ットを考えることが難しいようだな。 
話し合いをさせているけれど、自分の考
えを広げることにもつながっていないよ
うだ。Ｃ⑥、Ｄ③④⑤⑥を見てみよう。 

✔ 



平成 29年度 佐賀県教育センター 小学校社会科教育 

授業の質的改善のプロセス③-3 

手順３【日々の教師の授業を振り返る。】 

手順４【授業で取り入れる手立て、または意識することを考える。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ Ｃ校の質的改善の実際（一部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

✔ 

 

話合いの目的をしっかり
と持たせて、視点を与えて
話し合わせるようにしよ
う。 

 

ペアやグループで
の話し合いの時間
は設定している。資
料も意図的に示し
ていると思う。 ✔ 

✔ 



平成 29年度 佐賀県教育センター 小学校社会科教育 

授業の質的改善のプロセス③-4 

(ｲ) 質的改善の推移 

前頁資料１で示すように、Ｃ校第５学年においては、手引きに沿った考え方に沿って、児童の実態を

「育成すべき資質・能力」の視点（手順１）と「主体的・対話的で深い学び」の視点（手順２）から捉

え、教師の指導の現状を振り返りました（手順３）。その後、指導をどのように改善していくのかを考

えました（手順４）。Ｃ校第５学年では、６月から 12月まで単元ごとに同様の手順を踏みながら、授業

の質的改善を図っていきました。以下の①～⑧は、質的改善の推移を「授業の見直しと質的改善を図る

ための手立て-1」図１に合わせ整理したものです。 

 

①６月実践 単元「くらしをささえる食料生産」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

②７月実践 単元「くらしをささえる食料生産」 

 

 

 

 

 

 

 

 資質・能力の面から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

●めあての解決につながる情報を読み取ること

ができる児童が 27％であった。 

●めあての解決につながる資料を選択すること

ができる児童が 42％であった。 

●どのような資料かが分からない児童や資料か

ら正しく情報を読み取ることができない児童

が数名いる。 

３つの視点から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

○単元を通して学習問題について意識できる

ようになっている。 

○家庭学習で、農産物の生産量について自主的

に調べてきた児童が数名いた。授業が終わっ

ても社会的事象について考え続ける児童を

増やしたい。 

 

 

 

 

※次単元に取り入れる手立て（[  ]…手引きで示している手立てに対応する記号と番号） 

※ペアやグループ学習を取り入れ、様々な立場に立って考えを持たせるようにする。[Ｄ⑥] 

※どのような立場があるのかを明確に示し、考えづらい立場のものは意見交流を通して気付きを増や

せるよう、話し合いの時間を設定する。[Ｄ⑥] 

※事実を調べて終わりではなく、事実を基に考えさせる発問を行う。[Ｄ①] 

 

資質・能力の面から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

●複数の立場で考えることは難しい。 

●調べた事実を相互に関連付けて、学習問題に

ついて考えたり、課題を解決したりすること

が苦手である。 

○事実と事実を基に考えられることとの違い

が分かり、自分でワークシートを使って調べ

ることができる児童が増えている。 

３つの視点から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

●主体的に調べたり考えたりしている児童が少な

い。 

●話し合う必要性を実感している児童が少ない。 

教師の指導の現状（〇成果、●課題） 

○ワークシートの中に、資料から読み取った事実を書く欄と読み取った事実を基に考えられることを

書く欄をつくり、全体で繰り返し丁寧に取り扱ったことで、事実と考えの違いを意識させることに

つながっている。 

○話合いで新しく気付いたことは、納得した考えを赤でワークシートに書き加えさせた。話合いを通

して考えが広がることを実感している児童が増えているので、継続したい。 

●複数の立場で考えさせるときに、立場や立場ごとに考えさせる際の手立てに工夫が必要である。 



平成 29年度 佐賀県教育センター 小学校社会科教育 

授業の質的改善のプロセス③-5 

②７月実践 単元「命とくらしを守る水」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③７月～９月実践 単元「私たちの生活と食料生産」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師の指導の現状（〇成果、●課題） 

○単元の導入部で、単元の最後のゴール像を示したり、毎時間、授業の導入の場面で「学習問題に

ついて解決するために、今日はどのようなことをめあてにすればよいのかな」と尋ねたりしたこ

とで、めあての解決を意識した調べ学習ができるようになってきている。 

●「小麦の生産量の減少」を取り扱った授業の後に、自主的に調べる児童を増やすためにどのよう

な手立てを授業において取るべきか難しさを感じている。 

資質・能力の面から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

●自分たちの生活に身近な立場に立って考える

ことはできているが、自分たちとは離れた立場

で考えることは難しい。 

●相反する立場で比較して考えることは難しい。 

●相反する立場を関連付けて、総合的に考えるこ

とは難しい。 

●考えをまとめることはできるが、作業のように

なってしまい、まとめが深まっていない。 

 

教師の指導の現状（〇成果、●課題） 

〇個人では気付きや自分の考えを持つことが難しい児童が、グループ活動の中で友達から教わりなが

ら理解しているので、「個人→グループ→全体」の学習形態の効果は感じられる。 

●ペア学習やグループ学習では、話し合う視点を設定できていない。また、話合いの目的を十分に伝

えていない。 

●調べ学習の手順を明確に示すことができていない。 

※次単元に取り入れる手立て（[  ]…手引きで示している手立てに対応する記号と番号） 

※ペア学習を取り入れ、友達と協力して資料の読み取りができるようにする。[Ｄ⑥] 

※資料から分かることと考えられることを区別して書くように声掛けをする。[Ｄ②] 

※学習問題を解決した後に、新たな学習問題を設定するような単元構成にする。[Ｆ①] 

３つの視点から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

〇課題把握と課題解決の場面において取り入れ

ている「個人→グループ→全体」の学習形態に

は慣れ、短時間で考えをまとめることができ

るようになってきた。 

●家庭学習で自主的に漁業に関する調べ学習を

してきた児童が３名だった。 

 

※次単元に取り入れる手立て（[  ]…手引きで示している手立てに対応する記号と番号 

※ペア学習やグループ学習で、考えをまとめるポイントを示して「資料を基に明確な根拠をもった考

えにしなさい」と指示を与え、ゴールを明確にする。[Ｄ④、Ｄ⑤] 

※立場ごとの考えを分けて板書し、その中からまとめにつながるキーワードを問い掛け、線を引いて

いくことで、様々な立場を踏まえたまとめができるようにする。[Ｄ⑦、Ｄ⑧] 

※調べ学習をしてきた児童のノートを提示したり、学習した内容に関連する新たな問題点を授業の最

後に提示したりして、興味を持たせる。[Ｆ①] 



平成 29年度 佐賀県教育センター 小学校社会科教育 

授業の質的改善のプロセス③-6 

④９月実践「水産業の盛んな地域」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤10月実践 単元「自動車をつくる工業」 

授業の質的改善を図った単元の実際はこちらから⇒    授業の実際はこちらから⇒              

 

 

⑥10月実践 単元「自動車をつくる工業」   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資質・能力の面から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

●めあての解決につながる情報を読み取るこ

とができた児童が 67％であった。めあての解

決につながる資料を選択することができる

児童が 45％であった。どのような資料かが分

からない児童や資料から正しく情報を読み

取ることが難しい児童が数名いる。 

〇めあての解決のために何を調べる必要があ

るのか考えることができる児童が 46％であ

った。漁業従事者の工夫と消費者の願いを関

連付けて考え、記述することができた児童が

約半数であった。 

教師の指導の現状（〇成果、●課題） 

●ホワイトボードをグループに１枚渡し、グループとしての考えを記述させている。全体では、黒板に

各グループのホワイトボードを掲示し、キーワードとなる重要語句に気付かせている。しかし、グル

ープ学習でどのように考えが深まり、全体の話合いにつながっているのか、見直しが必要である。 

 資質・能力の面から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

●めあての解決につながる情報を読み取ること

ができた児童が 87％であった。めあての解決

につながる資料を選択することができた児童

が 68％であった。資料から正しく情報を読み

取ることが難しい児童が３名であった。1 つ

の資料から複数の情報を読み取ることが難し

い児童が 24％であった。 

●学習した内容を相互に関連付けて新しい考え

をつくり出すことが難しい。 

●社会的事象に関わるメリットとデメリットの

両方を考えることが難しい児童が約半数であ

った。 

３つの視点から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

○学習計画を立てるときに、それを追究すること

で学習問題の解決にどうつながるか、目的意識

が低い児童が多かった。その後、手立ての工夫に

よって、次時に必要な資料が分かり、準備ができ

る児童が半数ほどになってきた。 

３つの視点から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

●毎時間の学習課題（本時のめあて）が学習問題の

解決につながっていることを実感できている。 

○自分の考えを持つことができる児童が増えたた

め、話合いにおいても自分の考えを進んで話そ

うとする児童が増えている。 

●話し合う内容が考えの伝え合いにとどまり、深

い学びに至っていない。 

※単元に取り入れる手立て（[  ]…手引きで示している手立てに対応する記号と番号 

※グループ学習での手立ての取り入れ方、考えのまとめ方をどのようにするのか検討する。グループ

で１つにまとめる際に、視点を与えるなど、工夫を行う。[Ｄ⑤] 

※考えの根拠を資料の中から明示するよう声掛けを行う。[Ｄ③] 

※話合いをした後のゴール（何が記述できていればよいのか）を話してから活動に移らせる。[Ｄ④] 

※本時のめあてを解決することが学習問題の解決につながることを、授業の初めに確認したり、学習

問題と学習計画を教室内に掲示したりしておく。[Ｃ①、Ｃ⑪] 

http://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/h29/01_syo_chu_kakukyouka/02_syou_syakai/documents/tangenjissai3.pdf
http://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/h29/01_syo_chu_kakukyouka/02_syou_syakai/documents/2_4_3_jireiC1.pdf


平成 29年度 佐賀県教育センター 小学校社会科教育 

授業の質的改善のプロセス③-7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦11月実践 単元「工業生産を支える」 

 

 

  

 

教師の指導の現状（〇成果、●課題） 

〇児童が設定した学習問題と学習計画を常時掲示しておくことで、本時で学習する内容を理解さ

せ、本時のまとめを学習問題の解決へつなげることができるようになっている。 

〇毎時間ごとの既習事項を教室内に掲示することで、それを使って分からないことを自分で確認す

る児童が増えている。 

●グループ学習を設定し、考えの交流をさせることで、考えを付け加える児童が増え、ほぼ全ての

児童が自力でまとめを記述することができている。しかし、記述内容に差があり、根拠が明らか

ではない児童や学習問題の解決につながっていない児童がいる。グループ学習の手立てを工夫す

る必要がある。 

 

※次単元に取り入れる手立て（[  ]…手引きで示している手立てに対応する記号と番号) 

※取り扱う社会的事象を、児童にとって身近な事象として捉えさせるために、佐賀県で生産されて

いる伝統工芸品や佐賀県内の中小工場にも触れる。[Ａ①] 

※資料の読み取りの際に、どのように見たらそのようなことが分かるのかと、読み取った事実の根

拠を問い掛け、赤で付け加えをさせる。 

※ペアやグループでの話合いを設定し、時間の経過や消費者のニーズ、生産に関わる人々の置かれ

ている立場を明確にすることで、メリットとデメリットの両面に気付かせる。[Ｄ⑥、Ｄ④、Ｄ⑤] 

 

 資質・能力の面から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

◯資料から読み取ったことから考えられること

を導き出すことができる児童が全体の 87％で

あった。 

○学習問題を解決するために何をどのように調

べるとよいか具体的に考えることができる児

童が約半数いた。 

３つの視点から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

○佐賀県の工業生産（中小工場）の様子を調べた

いという声が児童から出てきた。 

◯本時の課題を追究することで学習問題の解決

にどうつながるのか、理解している児童が多

かった。 

●調べたことを伝え合うことまではできるが、

議論の中で自分の考えを伝えることが難しい

児童がいる。 

教師の指導の現状（〇成果、●課題） 

〇学習計画をつくる時に、既習事項と知らないことを明確に分けたことで、追究活動における目的意

識の明確化につながっていると考える。 

●話合いの目的（話合い後に何ができていると良いか）を明確に伝えることができていないため、

話合いの視点がずれているグループがあると考える。 

 

 

※次単元に取り入れる手立て（[  ]…手引きで示している手立てに対応する記号と番号） 

※話合い後のゴールを示す。[Ｄ④] 

 



平成 29年度 佐賀県教育センター 小学校社会科教育 

授業の質的改善のプロセス③-8 

⑧12月実践 単元「情報化した社会とわたしたちのくらし」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨１月実践 単元「情報化した社会とわたしたちのくらし」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資質・能力の面から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

○課題把握の過程で、気づきや疑問からキーワ

ードを導き出すことができる児童が全体の

81％であった。 

●キーワードを関連付けてこれから学習してい

く大きな問いをつくることができなかった児

童が半数以上いた。 

 

３つの視点から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

○放送局へ見学に行ったことで意欲があがり、見

つけた気づきや疑問を意欲的に調べることが

できた。 

●気づきや疑問のグループ分けが上手くいかず、

深い学びに至らなかった。（個々の疑問の追究

に終わってしまった。） 

 

教師の指導の現状（〇成果、●課題） 

●キーワードを関連付け，これから学習していく大きな問いをつくる場面で、教師側が明確なイメ

ージを持てていなかったため、学級の学習問題へとまとめることができなかった。 

●気付きや疑問を観点別に分ける段階で話合いを入れなかったことにより、自分の考えを十分に持た

せられずに全体での話し合いに進めてしまった（話し合わせる場面の設定が適切でなかった。） 

 

 

※次単元に取り入れる手立て（［］…手引きで示している手立てに対応する記号と番号） 

※個別につくった学習問題を全体で交流し、学級の学習問題を整理する。［Ａ⑨] 

 
資質・能力の面から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

○94％の児童が様々な立場や視点ごとにメリッ

ト・デメリットを考えることができた。 

●メリットやデメリットを総合的に判断し、め

あての解決へとつなげることができない児童

が 26％であった。 

３つの視点から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

○友達の考えを聞き、自分の考えを広げることが

できるようになってきた。 

教師の指導の現状（〇成果、●課題） 

○２つの立場（患者と病院側）を明確に示し、立場ごとのメリット・デメリットを考えさせたこと

で、病院内での情報ネットワークについて様々な見方が広まった。 

○考えを交流する場を設定したことで、偏った見方が無くなり、両立場からこれからの病院内での

情報ネットワークの発展について考えることができた。 

●考えを交流する活動を取り入れたが、個人の考えを持てたかどうか十分な確認をしていなかった

ため、自分の考えを十分に持たないまま交流活動に取り組む児童が見られた。 

※次単元に取り入れる手立て（［］…手引きで示している手立てに対応する記号と番号） 

○自分の考え（予想など）を持ちやすい場面で、ペアやグループでの話合いの時間を設定する[Ｄ⑥] 
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 資質・能力の面から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

○67％の児童が、３つの立場（自分自身・生物・ま

ちの人）に立ち、森林保全の必要性について記述

することができた。 

●資料から読み取った情報を基に、自分の考えの

根拠となる情報を選択することができない児童

が数名いる。 

３つの視点から見た児童の実態（〇成果、●課題） 

○約６割の児童が、友達の考えを比較・関連付け、

意見を述べたり記述したりすることができた。 

●以前学習した内容を基に、似た事象や当てはまり

そうな事象がないか考えることが難しい実態が

ある。 

教師の指導の現状（〇成果、●課題） 

○立場を明確に分け、考える活動の前にそれぞれの立場を 1つ 1つ確認したことで、考える視点が

明確になった。 

○意見交流の前に聞き方（比べながら聞く）の確認をしたことで、友達の考えを比較・関連付け、考え

を深めさせることができた。 

●以前学習した内容との関連を考えさせる際に、振り返る材料が少なかったために、似た事象として

捉えさせることができなかった。 

 

 

※次単元に取り入れる手立て（［］…手引きで示している手立てに対応する記号と番号） 

○調べた内容について問い返し、事実相互を関連付けて考えさせる。[Ｃ⑩］ 

○ワークシートや掲示物を活用し、自分でこれまでの学習を振り返らせる。[Ｄ⑩］ 


